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大阪を代表するランドマークタワー

梅田スカイビルは、１９９３年に完成した地上４０階・地下２階、高さ約１７３

メートルの超高層ビルである。タワーイースト（東棟）、タワーウエスト（西

棟）の２棟で構成され、その頂部を連結するように円形の空中庭園展望台を

設置した構造が特徴であり、またこれにより地震・風・振動への耐性が強化

されている。さらに、イースト・ウエスト両棟を行き来する２２階に連絡通路

が設けられているのが特徴的である。ビル最上部の空中庭園展望台からは梅

田を中心とした大阪の都心と遠景を一望でき、３６０度の視界と全天を風を感

じながら眺められる展望台は観光スポットとして人気がある。ちなみに、英

の出版社が選ぶ「世界のトップ建築物２０」に選出され、今や世界的にも有名

な建築物として名実ともに大阪を代表するランドマークタワーとなっている。

第８６号
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明けましておめでとうございます。
皆様方には、お健やかに新年をお迎えになられたことと、お慶び申し上げます。

昨年を振り返りますと、東日本を中心として、台風19号による記録的な水害等、例年以上に
全国各地で自然が猛威を振るい、災害が頻発した１年でした。
被災された皆様に対しまして、心よりお見舞い申し上げますとともに、一刻も早い復旧・復
興をご祈念申し上げます。
昨年12月には、政府において、台風19号等相次ぐ自然災害への復旧・復興と景気の下振れリ
スクに対応するため、財政支出13兆２千億円、事業規模で26兆円に上る経済対策「安心と成長
の未来を拓く総合経済対策」が閣議決定され、将来を見据えた経済活力の維持・向上が期待さ
れるところです。
我々、空調衛生工事業界としましては、長年培ってきた省エネルギー、省CO2技術の知見と

ノウハウにより、最先端技術を創造・発信する等、社会の低炭素化に貢献するとともに、温室
効果ガスの排出を実質ゼロとする「脱炭素社会」の実現に向けて先導的役割を担う業界として
のプレゼンスを更に高めていく必要があります。

また、建設業界における担い手確保と人材育成が引き続き重要な課題となる中、昨年６月に
は、新担い手３法（品確法・建設業法・入契法）の一体的改正が行われ、長時間労働の是正や
週休２日の確保といった「働き方改革」、「生産性向上への取組み」等の一層の推進が期待され
るところです。
このためには、建設工事における適正工期の遵守やそれに見合う請負代金の確保といった取
り組みが必要不可欠であるとともに、女性の視点も踏まえた様々な世代が働きやすい労働環境
を整備し、建設業界への入職を強力に促進していく必要があります。
さらに、建設業界において一定の専門性・技能を有する外国人材の受入れが急務の課題とな
る中、今般、改正入管法で、外国人材受入れのための新たな在留資格である「特定技能」が創
設されました。
空調衛生工事業界におきましても、外国人材の円滑かつ適正な受入れに向けて、専門工事業
団体等と連携を図りながら、着実に進めていく必要があります。

そのためにも、当協会は、空調衛生工事業が魅力ある産業であることをこれからも発信して
まいります。

最後になりましたが、協会活動の活性化と業界の更なる発展のために、会員・賛助会員皆様
のご支援、ご協力をお願い申し上げますと共に、各社の繁栄と皆様にとってすばらしい一年に
なることを祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

会　長 古　新　亮　英
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新年あけましておめでとうございます。
皆様には、日頃から建設業の振興を通じ、住み
よい大阪のまちづくりにご貢献をいただきますと
ともに、大阪府政の推進に格別のご理解とご協力
を賜り、厚くお礼申し上げます。

昨年４月の知事就任以降、大阪市長としての経
験も活かし、成長をさらに加速させるとともに、
大阪の成長が府民の皆さまの豊かさにつながるよ
う、府政を前に進めてきました。昨年は、G20大
阪サミットの成功や、百舌鳥・古市古墳群の世界
遺産登録を通じ、世界の中で大阪の存在感を示す
基盤が整いました。東京オリンピック・パラリン
ピックが開催される今年は、大阪にとっても未来
を決めるターニングポイントです。日本の将来に
大きなインパクトを与える2025年大阪・関西万博
や統合型リゾート（IR）の準備に万全を期さな
ければなりません。
2025年万博を、世界中の人が驚く、未来社会を
先取りしワクワクする万博にするために、地元パ
ビリオンの出展などの準備を本格化させます。万
博のテーマである「いのち輝く未来社会」は、「誰
ひとり取り残さない持続可能な世界の実現」をめ
ざす、まさに SDGｓが達成された社会です。世
界の先頭に立って、SDG ｓに貢献する先進都市
をめざします。

「持続可能な世界の実現」のためには、その基
盤となる安全・安心の確保が不可欠です。
近年、地球温暖化といった気候変動の影響によ
り、災害が激甚化しており、昨年も度重なる台風
などにより、全国で大きな被害が発生しました。
いつ起こるか分からない災害に備え、着実にハー
ド対策を進めるなど、災害対応力を高めていきま
す。

こうした施策を推進していくためには、建設業
に従事する人材の確保と皆様が安心して働くこと
ができる環境づくりが重要です。貴協会におかれ
ましては、配管技能コンテストの実施による、熟
練技能工の育成など、優れた技能労働者の確保と
社会的地位の向上のためにご努力を重ねておられ
ます。また、大阪府におきましても、昨年度、貴
協会にもご意見を賜り、「建設工事従事者の安全
及び健康の確保に関する大阪府計画」を策定いた
しました。今後とも、本計画の推進にあたり、ご
支援、ご協力をいただきますとともに、大阪の建
設業、大阪・関西経済のけん引役としてご活躍い
ただきますようお願い申し上げます。

結びに、一般社団法人大阪空気調和衛生工業協
会の今後ますますのご発展と、本年が皆様にとっ
て実りあるすばらしい年となりますよう心からお
祈りします。

大阪府知事

吉　村　洋　文
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新年、明けましておめでとうございます。
一般社団法人大阪空気調和衛生工業協会並びに
会員の皆様には、清々しく新年をお迎えのことと
お慶び申し上げます。
また、日頃より官庁営繕事業の推進にご理解と
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
建築物は災害に対する安心・安全を与えると同
時に、日常の快適性の確保等が重要となります。
皆様が営まれる暖冷房衛生設備工事は、建築物の
快適性の確保等に重要な役割を担っています。
貴協会は長年にわたり建築物の省エネルギー化
を推進され、業界の中でも重要な立場を担ってお
られます。国土交通省では、老朽化対策や長寿命
化対策に取り組んでおり、併せて建築物の省エネ
ルギー化を進めて行く必要があると考えておりま
すので、引き続きご支援の程よろしくお願いいた
します。
昨年は台風19号に伴う大雨等により各地に甚大
な被害がもたらされました。被災された皆様に心
よりお見舞いを申し上げますと共に、災害対策活
動に従事された皆様に改めて御礼申し上げます。
近年の自然災害は激甚化の一途を辿っておりま
す。これらの脅威にスピード感をもって備えると
ともに、二次的・副次的な災害事象にも耐えうる
強靱なインフラが求められています。このため国
土交通省では、重要インフラの緊急点検結果を踏
まえた防災・減災、国土強靱化のための緊急対策
を推進しています。官庁営繕部においても、防災
拠点となる施設の整備、建築物の耐震化、津波対
策など重点的に取組みを進めています。

被災した建築物の早期復旧には、暖冷房衛生設
備工事に携わる貴協会に対する国民の期待が大き
いものと考えています。建設業全体が防災・減災、
また被災地の早期復旧に取り組む姿勢は、国民の
建設業に対する理解を得るものと確信しておりま
すので、引き続き皆様のご理解とご協力の程、よ
ろしくお願いいたします。
また、我が国は極めて速いスピードで少子高齢
化が進行し、将来的な担い手不足が懸念されてい
ます。このため官庁営繕部では、「適正な工期設定」
「週休２日の推進」「予定価格の適正な設定」「ICT
の積極的な活用」等、関連する取組みをパッケー
ジ化して導入することで、未来ある建築分野の発
展に努めていきたいと考えております。
さて、2025年の大阪・関西万博の開催は、関西
の経済、ひいては日本経済における明るい話題と
なっています。1970年の大阪万博が日本の高度経
済成長を象徴する一大イベントとして成功したよ
うに、今回の万博も関西圏がますます元気になる
契機となることを期待しております。その際、微
力ではありますが、我々のできることを全力で取
り組む所存でございますので、ご指導の程、よろ
しくお願いいたします。
最後に、暖冷房衛生設備工事の重要な担い手で
ある皆様のこれまでのご尽力・ご活躍に敬意を表
しますとともに、今後とも業界がより一層発展さ
れることを期待し、また、貴協会並びに会員の皆
様にとって本年が更なる飛躍の年となることを祈
念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきま
す。

国土交通省　近畿地方整備局

営繕部長 村　上　幸　司
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賑やかに「子年」スタート令和２年新年交礼会

令和２年新年交礼会は、１月９日午後６時から

大阪 ･難波のスイスホテル南海大阪で関係官庁・

団体、近畿各府県空衛協会からの多くのご来賓を

お迎えし、総勢約350名が参集して開催しました。

古新亮英会長は年頭挨拶で、引き続き重要な課

題として担い手確保と人材育成をあげ、「昨年６

月には、新担い手３法（品確法・建設業法・入契

法）の一体的改正が行われ、長時間労働の是正や

週休２日の確保といった「働き方改革」、「生産性

向上への取組み」等の一層の推進が期待されてい

来賓挨拶を述べる村上様（左）と岸本様 ( 右 )年頭の挨拶を述べる古新会長

「子年」の門出を祝って乾杯

－4－



賑やかに「子年」スタート令和２年新年交礼会

る。このためには、建設工事における適正工期の

遵守やそれに見合う請負代金の確保といった取り

組みが必要不可欠であるとともに、女性の視点も

踏まえた様々な世代が働きやすい労働環境を整備

し、建設業界への入職を強力に促進していく必要

がある。」と述べました。

さらに、古新会長は、「建設業界において一定

の専門性・技能を有する外国人材の受入れが急務

の課題となる中、今般、改正入管法で、外国人材

受入れのための新たな在留資格である「特定技能」

が創設された。空調衛生工事業界においても、外

国人材の円滑かつ適正な受入れに向けて、専門工

事業団体等と連携を図りながら、着実に進めてい

く必要がある。」と述べました。

ご来賓の国土交通省近畿地方整備局営繕部長・

村上幸司様は、祝辞の中で「防災拠点となる施設

の整備、建築物の耐震化、津波対策など重点的に

進めているとともに、被災した建築物の早期復旧

には、設備工事に携わる貴協会の役割は重要であ

るので、引き続き理解と協力をお願いする。」と

期待を寄せました。また、「「適正な工期設定」「週

休２日の推進」「予定価格の適正な設定」「ICT

の積極的な活用」等、関連する取組みをパッケー

ジ化して導入することで、未来ある建築分野の発

展に努めていきたい。」と述べました。

さらに、「2025年の大阪・関西万博も関西圏が

ますます元気になる契機となることを期待してお

り、我々のできることを全力で取り組む。」との

抱負を示されました。

また、ご来賓の大阪府住宅まちづくり部公共建

築室設備課長・岸本博之様は、「SDGs に貢献す

る取組みとして、建築物の省エネルギー化、二酸

化炭素排出削減、光熱費削減を効果的に進めるこ

とができる ESCO 事業を積極的に導入しており、

すでに同事業は累計で105施設に達し、今後も引

き続き推進していく。」と述べました。

また、「こうした建築物の省エネ化、地球温暖

化対策には皆様方の技術とノウハウが欠かせない

ので、引き続きの支援と協力をお願いする。」と

期待を示されました。

城口俊雄副会長の「カンカン乾杯」の発声で杯

を上げたあと、祝電が披露され、賑やかに交歓し

ながら新年の挨拶を交わしました。最後に近藤徹

副会長の音頭で一本締めを行い、交礼会を終えま

した。

年賀の挨拶を交わしながら和やかに交歓
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日空衛 第26回全国会議日空衛 第26回全国会議

日本空調衛生工業協会（日空衛　会長 長谷川 

勉氏）の第26回全国会議が令和元年10月23日に沖

縄県宜野湾市のラグナガーデンホテルにて約370

名で開催された。基本課題のテーマを「空調衛生

工事業の独自性の確立」とし「地方の特色を生か

し魅力ある業界を目指して」をサブテーマとして

長谷川会長は「空調衛生工事業は、今後とも最適

な設備を責任を持って提供する企業使命の達成

を通じて社会的責任を果たすとともに積極的な情報

発信やＰＲ活動によって業界のプレゼンス（存在感）

を向上させる事が非常に重要である」と述べた。

特に「省エネ、省ＣＯ２などによる低炭素社会

づくりへの取り組みに向け長年培ってきた設備技

術の経験とノウハウを活用し、今後も先導的役割

を果たす」と述べた。

建設キャリアアップシステムは「モデル現場の

開設・運用を通じて課題の把握やノウハウの蓄積

に努め一層の周知・普及に取り組む」とした。

続いて来賓からは内閣府沖縄総合事務局の小口

浩次長が挨拶をされた。

基調講演では、琉球大学 工学部環境建設工学

科の堤純一郎教授が「気候変動に対して空調衛生

設備がなすべき緩和策と適応策」と題して、地球

温暖化がもたらす様々な例を話された。

この後、事例発表が行われ最初に双峰設備の代

表取締役社長・曽和英徳氏が「魅力的な建設産業

に向けて～担い手確保と新たな人材育成～」と題

して講演。継続性の重要さを強調された。次いで

沖縄科学技術大学院大学 博士（工学）の岩澤錠

児氏が「沖縄のＯＩＳＴ～これまでとこれから～」

と題して特徴・今後の展望を話された。

さらに日空衛の三石栄司経営活性化委員会主査

は、会員企業を対象に実施した働き方改革の推進に

関するフォローアップアンケートの結果を報告した。

会議のあと小憩し、全国大会では初となるプー

ルサイドにて盛大に懇親会が開かれ情報交換・意

見交換が繰り広げられた。

挨拶する長谷川会長

沖縄県宜野湾市に全国から約370名参集
　　～業界のプレゼンス向上を図る～
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第11回配管技能コンテスト開催

大阪空気調和衛生工業協会（会長古新亮英氏）

主催の第11回配管技能コンテストが８月24日、大

阪府東大阪市の府立東大阪高等職業技術専門校で

開催され、一般技能者、専門学校生・高校生合わ

せて44名が腕を競った。

このコンテストは、次代の優秀な技能者の育成

をめざし、全国の空調衛生設備団体の中で唯一、

同協会が実施しているもの。協会のコンテスト実

行委員会が運営に当たったほか、布施工科高校な

ど多くの教諭が審査委員・審査補佐委員として

バックアップした。

技能者、学生・生徒計44名が腕を競う
学生の部　高校生・岡君優勝 一般の部　神戸氏が接戦を制し栄冠

一般の部上位入賞者（前列）学生の部上位入賞者（前列）

一般の部優勝・神戸氏（右）学生の部優勝・岡さん（右）

サイズ審査の様子水圧テストの様子
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開会式で挨拶に立った古新会長は、学校や関連

団体など運営関係者の協力にお礼を述べ「建設業

界は、若年労働者の減少、技能者の高齢化が顕著

となり人材育成が喫緊の課題となっている。今年

11月に愛知県常滑市で開催される第57回技能五輪

全国大会に出場する布施工科高校の学生２名も参

加されているが、コンテストを通じて現役の配管

工と建築設備を学ぶ若者が一堂に会して配管技能

を競う意義は大きい。互いの技術力が磨かれ、技

能向上に役立つことを願っている」と激励した。

コンテストには現場の第一線で活躍する技能者

26名（一般の部）、建築設備関連の学科を履修中

の北大阪高等職業技術専門校、大阪工業技術専門

学校、布施工科高校、東住吉総合高校、彦根工業

高校の学生・生徒18名（学生の部）が参加。一般

の部では１級配管技能士検定レベル、学生の部で

は同３級レベルの課題作品制作に挑戦した。

作品はサイズ誤差、出来栄え、水圧試験による

漏れ検査などで審査され、学生の部では彦根工業

高校の岡駿也太君が見事優勝に輝き、大阪府知事

賞を受賞、大阪府商工労働部雇用推進室人材育成

課産業人材育成グループ課長補佐・兼田雅弘氏か

らご挨拶のあと、同賞が手渡された。

準優勝と３位は技能五輪に出場予定の布施工科

高校の福西健太君と久保直耶君がそれぞれ獲得

し、以下、４位・西尾貞輝君（彦根工業高校）、５位・

稲葉匠海君（布施工科高校）が受賞した。

一般の部ではカンベ設備工業の神戸良彰氏が優

勝し、大阪府職業能力開発協会会長賞が授与され

た。準優勝は三和工業の藤井一樹氏、３位・服部

大輔氏（中道設備工業）、４位・定行良太氏（藤

井設備）、５位・藤田大輔氏（カンベ設備工業）

がそれぞれ受賞した。

競技終了後に行われた表彰式で小池清隆審査委

員長（布施工科高校教諭）は学生の部について「上

位３人は総合点が同点。寸法精度で１位は減点な

し、２・３位も出来栄えでも同点で、ミリ単位で

順位を決定した」と講評し、一般の部についても

「上位は激戦であった。漏水による失格者が11名

も出た。銅管と銅管のつなぎ目からの漏水が目立

ち、これがなければ多数が上位に入賞していた」

と講評した。

また、挨拶に立った同協会の福原保豊副会長

は「学生さんも一般の配管技能士の資格を持つ現

役の配管工の姿を見て技能を身につけることの大

切さとモノづくりの素晴らしさを体感する一日に

なったと思う。現場を支えているのは熟練技能者

であり、これからもさらに技術を磨いてほしい」

と総括し、参加者にエールを送った。

競技の様子（一般）競技の様子（学生）
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　  一般の部  　

第11回配管技能コンテストが開催され、今回よ

り、審査委員長を仰せつかりました小池です。無

事終了できましたことを、ご関係の皆様にお礼申

し上げます。

今回も上位入賞の方々は、優れた一級技能士で

あることを、明らかにする方々でした。冬の一級

技能検定実技試験では見ることのできない、綺麗

な作品が多く、減点数が少なく順位付けが大変難

しいものでした。

特に作品が完成した方24名の中で水圧試験をす

る前には、10名の方の基準点が10点以下でした。

優勝者の減点数は４点でしたが、優勝した方より

も寸法、できばえの減点が少ない方も２名おられ

ました。

言い換えれば、今回は12位までの順位が決定し

たこと、水漏れ有の方が11名もあったことは、非

常に残念でした。今回も今までと同様に、学生た

ちが同時進行で行うコンテストの場で、作業を実

施いただき、学生たちに大変貴重な経験となりま

した。先に発表させていただいたように、それぞ

れの順位は、ごくわずかな差で順位を付けました。

今回も検定試験以上の厳しい採点基準にもかか

わらず「できばえ」の減点が少なく、銅管の接続

も綺麗な方々が多く、ほとんどの方が制限時間一

杯までねじ部分などの残留テープ除去など、仕上

がりに「よいこだわり」を見せていただいた。一

般の部に参加していただいた方々に改めて、お礼

申し上げます。学生たちと同じ場所で競技し、学

生たちに良い刺激を与えてくださりありがとうご

ざいました。

　  学生の部（５つの教育機関から参加）  　

今回も上位入賞学生は、優れた作品ができるこ

とを、明らかにすることができた。３級技能検定

より４割ほど大きい作品は、誤差が出やすく寸法

基準で規格外となるものが４人もいました。その

うち３名は水漏れもあり、水圧試験では先の３人

を含み、６人の学生が水漏れでした。多くが銅管

の不具合で「ろう付け」の技能向上が課題となりま

した。銅管ろう付けは各校で消耗品が高価なこと

もあり、十分な練習をすることへの課題でもある

と感じました。大阪、滋賀の団体より練習材料の

提供を頂いていますが、「銅管・ろう付け」対策が

今後の課題であることが示された様に感じました。

寸法の減点は規格外の他は、全員減点が一桁で、

９名の学生は３点以下でした。中でも、減点０（ゼ

ロ）の学生が４名、できばえの減点もない学生が

水漏れするなど、例年になく第11回大会は、波乱

の多い大会であったと感じました。

昨年の第10回記念大会に続く、新たに11回目を

迎えた今回の優勝者は、基礎点が２で３人並び、

精度１の差で優勝しました。以下も僅差で、精度

２までが同点で、精度３を適用することになり最

終順位が付きました。配管技能コンテストが定着

し、練習量、大会挑む気持ちの差が如実に出る大

会となったと感じます。今回も学生たちが同時進

行で行うコンテストで、自分の作業の終了した学

生たちが一般の部で腕を振るう皆様方の息吹を感

じたことは、学生たちに大変貴重な経験となりま

した。第11回を無事終了し今年も多くの学生に参

加頂き、充実した大会となり、皆様に改めてお礼

申し上げます。

（布施工科高校 建築設備系）
小　池　清　隆
審査委員長
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☆ ☆ 優　勝（大阪府知事賞）☆ ☆

滋賀県立彦根工業高等学校　

建設科　岡　駿也太

☆ ☆ 準優勝 ☆ ☆

大阪府立布施工科高等学校　　　　　

設備システム専科　福西　健太

私が今回の配管コンテストに参加したのは先生

に勧められ友達からも誘われたからです。参加し

たからには優勝することを目標にして日々の練習

に参加しました。夏休みの練習は蒸し暑い中細か

い作業をしていくのでとても大変でした。力作業

もあるので練習の休みがあると次回練習の終わり

には腕が悲鳴を上げていました。夏休みの練習に

は講師の先生に教えてもらいました。講師の先生

は、分かりやすく丁寧に教えていただきました。

私はコンテストに参加して、日々の努力を惜しま

ず最後までやり遂げる大切さを学びました。練習

も休まず一つ一つの作品を集中して作りました。

大会の作品も最後まで寸法を確認し汚れている部

分を綺麗にしました。この事を社会に出てもしっ

かり行いたいです。先生や協会の方々に指導や応

援していただきありがとうございました。

私は１年生の時に配管実習を行い、興味を持ち

ました。それで配管技能検定３級を受検し、合格

しました。２年生で設備システム専科に進級する

ことを決めました。「全国技能五輪大会」に大阪

府代表として出場することが決まり、『人前で競

技し成果を上げる』ことを念頭に参加しました。

秋には大阪府代表の一人なので、敗けられない、

『上位を狙って！』という思いで日々の練習に励

みました。当日は少し不安がありましたが、開会

式で技能五輪に向かうことも紹介いただき、緊張

感が良い方向に高まりました。いつも以上に“丁

寧に”、“慎重に”作業に取り組みました。表彰式

になりました。

知事賞は逃しましたが、準優勝できてうれしい

です。応援・協力してくださった先生方、技術指

導に来てくださった玉川様、池成様のご指導が

あったからだと思います。

☆ ☆ ３　位 ☆ ☆

大阪府立布施工科高等学校　　　　　

設備システム専科　久保　直耶

私が今回の配管コンテストに参加したのは先生

に勧められ友達からも誘われたからです。参加し
－10－



☆ ☆ ４　位 ☆ ☆

滋賀県立彦根工業高等学校　　　　　

建設科　西尾　貞輝

☆ ☆ ５　位 ☆ ☆

大阪府立布施工科高等学校　　　　　

設備システム専科　稲葉　匠海

たからには優勝することを目標にして日々の練習

に参加しました。夏休みの練習は蒸し暑い中細か

い作業をしていくのでとても大変でした。力作業

もあるので練習の休みがあると次回練習の終わり

には腕が悲鳴を上げていました。夏休みの練習に

は講師の先生に教えてもらいました。講師の先生

は、分かりやすく丁寧に教えていただきました。

私はコンテストに参加して、日々の努力を惜しま

ず最後までやり遂げる大切さを学びました。練習

も休まず一つ一つの作品を集中して作りました。

大会の作品も最後まで寸法を確認し汚れている部

分を綺麗にしました。この事を社会に出てもしっ

かり行いたいです。先生や協会の方々に指導や応

援していただきありがとうございました。

元々モノづくりが好きで、よくプラモデルや木

で模型を製作していました。そんな中、配管コン

テストが行われていることを知り少し違う分野の

モノづくりも挑戦してみようと思い参加すること

を決めました。夏休みになると本格的に練習を始

めました。暑い中での細かい所まで気を使う作業

は非常に大変で上手くいかないときもありました。

しかし、先生や講師の方の協力を得て乗り越える

ことが出来ました。結果は優勝することが出来ま

せんでしたが、当日には自分の納得のいく作業が

できたので、努力して良かったなと思いました。

普段は注目しないような分野に挑戦して新たな発

見や新たな興味が湧いて、様々なことにチャレン

ジすることは大切だと思いました。沢山の人の協

力と応援があった為、技術上達はもちろんの事他

に多くの事を学ぶことが出来ました。本当にあり

がとうございました。

２年生になり、建築設備系設備システム専科に

進むことにしました。２年生のときも配管技能コ

ンテストに出場できたのですが、入賞できず、昨

年は第10回記念大会であったので、特別に新設さ

れた「努力賞」を頂きました。今年は、実力で何

とか入賞でき安堵感があります。

コンテストの当日を迎え、不安や緊張感もあり

ましたが、こんな大きな大会に連続出場でき、結

果も得られたのでこれからの自信になります。

多くの方々が応援してくださり、本当にありがとう

ございました。来年は参加できないので、布施工

の後輩に是非優勝してもらいたいと思いました。

－11－



令和元年度　第57回技能五輪全国大会　（愛知県常滑市　愛知県国際展示場）

大阪府立布施工科高等学校　建築設備系　小倉　一浩

７年連続 大阪府選手団に配管職種で出場！

１．はじめに
日頃よりお世話になっています、今回も報告さ
せていただく機会を頂き、改めてお礼申し上げた
いと思います。
大阪府五輪予選を通過した本校生が、第57回技
能五輪全国大会に大阪府の代表として競技してま
いりました。

２．全国大会に参加して
11月14日（木）に愛知県に入り、15日（金）は
午前中、常滑市（セントレアの愛知県国際展示場
「Ｆ」）に向かいました。
午後から、同展示場「Ａ」で全体の開会式があ
りました。16日（土）の競技当日は早朝より会場
に入り、開始の合図を迎えました。
準備の日に確認したので、ほぼ考えていた課題
通りで、給水20Ａの90°エルボが、45°エルボに変
更されている内容でした。

給水鋼管と給湯銅管を順調に進め、昼前に銅管
曲げ作業など終えるなど、予定時間通りのできで
した。昼食後余裕をもって後半を迎えました。器
具まわりの配管で思いの外時間がかかってしま
い、排水・通気系統を満足に仕上げることが出来
ませんでした。
毎年生徒が実感することですが、本大会を体験
できたことで、練習で発揮できていた自分の力を
出すことが、如何に大変かを知ることができたよ
うでした。４月から仕事場で力が発揮できるよう

に、社会人になってからこそ、努力を続けてほし
いと思いました。
７年連続出場は高校では、今大会では最多とな
り、歴代の高校でも連続出場最多新記録となりま
した。貴協会には、生徒が練習する材料費の支援
を賜り誠に感謝しております。

３．二人の感想
今年も、野球部の大会が終了して、技能五輪の
配管練習を本格的に始めました。課題変更で銅管
の曲げ作業が減りました。
かなり自信を持っていましたが、終盤の作業で
意外と焦ってしまい、大会で持てる力を全て発揮
することの難しさを改めて感じました。『練習の
大切さと本番で力を発揮する度胸』を、後輩に伝
えていきたいと思います。
貴重な経験が出来、後輩に伝えていきたいです。
貴会のご支援や技術指導して頂いた多くの方のお
陰です。ありがとうございました。

開会式に臨む福西君（左）と久保君（右）

愛知で配管作業中の久保君

愛知で配管作業中の福西君
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令和元年度安全衛生大会を昨年10月３日に大阪

市西区の建設交流館８階グリーンホールで開催し、

優良工事現場を表彰するとともに、安全衛生・労

働衛生を誓い合いました。

大会は、関係官庁や友好団体から多数のご来賓

をお招きし、合わせて約200名が出席。最初に、業

界でこの１年間で不幸にも事故などで亡くなられた

方々に対して黙祷をささげてご冥福を祈りました。

大会で冒頭挨拶に立った古新亮英会長は「昨年

の建設業における死亡災害の墜落・転落は、ほぼ

横這いであるものの、平成30年も微増し、３年連

続の増加となっている。

このため、墜落・転落災害に対して、本年２月

に労働安全衛生法施行令等改正により、「安全帯」

の名称が「墜落制止用器具」に変更され、原則「フ

ルハーネス型」使用へと義務化された。また、特

に墜落の危険性の高い業務を行う労働者について

は、「安全衛生特別教育」

が必修となっている」と

述べました。

さらに、「働き方改革」

を推進し、労働災害を防

止するためには「一過性

の指導に終わらず、安全

管理や労働衛生教育を粘

り強く繰り返し、推進す

ることにより、労働者の安全確保や、職場環境の

改善を図り、労働災害ゼロを目指していく必要が

ある」と呼びかけました。

続いて、大阪中央労働基準監督署の安全衛生課

長・小野祥二様から来賓挨拶をいただきました。

小野様は、「本日表彰を受けられる皆さんは、小

さなことから一つひとつ積み重ねてこられた。安

全管理に偶然はない。確実な対策を確立し、仕事

に臨んでほしい。われわれは、灯台のごとく大阪

の中心から安全の光を放っていく」と祝辞を述べ

られました。

このあと、安全衛生優良工事現場の表彰式に移

り、辻高司・労務専門委員が、表彰条件、選考過

程と結果を発表し、優良事業所22社を表彰しまし

た、受賞者代表が、古新会長から表彰状を受け取り、

同代表が『安全の誓い』を力強く読み上げました。

令和元年度令和元年度

安 全 衛 生 大 会 を 開 催安 全 衛 生 大 会 を 開 催

挨拶する古新会長

来賓挨拶をされる小野祥二様
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表彰会社名（22社）

引き続き、参加者全員で労働安全スローガン『新

たな時代にＰＤＣＡ　みんなで築こうゼロ災職

場』と労働衛生スローガン『健康づくりは人づく

り　みんなでつくる健康職場』を斉唱して作業の

安全を誓い、大会第１部を終了しました。

小憩のあと、第２部として、医療小説分野で活

躍中の作家・医師・大学特任教授の久坂部羊様を

招き、特別講演会を開きました。

久坂部様は「医療小説の現在～人生の最終章を

幸せに生きる」をテーマに講演し、豊富な臨床経

験に基づき、幸せな最終章のあり方を説得力ある

口調で語る等、出席者は熱心に耳を傾けました。

最後に、福地文雄労務副委員長が「労働災害の

根絶はわれわれの最大の責務であるととともに、

安全対策、労災防止のノウハウをしっかり次世代

に伝えていくことが重要である」と述べ、大会の

幕を閉じました。

浦安工業株式会社大阪支店 ク ウ ケ ン 株 式 会 社 敷 島 煖 房 工 業 株 式 会 社
新日本空調株式会社大阪支店 新菱冷熱工業株式会社大阪支社 株 式 会 社 精　　 研
ダ イ ク ウ 株 式 会 社 大 晃 設 備 株 式 会 社 大成温調株式会社大阪支店
ダイダン株式会社大阪本社 大 熱 工 業 株 式 会 社 日 建 設 備 工 業 株 式 会 社
株式会社日　　設関西支店 日本メックス株式会社関西支店 株 式 会 社 不 二 設 備 工 業 所
不 二 熱 学 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 前 田 商 会 株 式 会 社 マ サ キ 設 備
丸　　 住 株 式 会 社 美 和 設 備 工 業 株 式 会 社 柳 生 設 備 株 式 会 社
若 林 設 備 工 業 株 式 会 社

受賞者代表による「安全の誓い」

会長より工事表彰

全員でスローガンを斉唱し安全衛生を誓う 閉会の辞を述べる福地労務副委員長

特別講演する久坂部 羊 様
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○竣工イメージ図

巡回作業所

　高砂市新庁舎建設工事空調・衛生設備工事作業所

巡回メンバー

　一般社団法人 大阪空気調和衛生工業協会

◇協会事務局

　　林　　寿二　【専務理事】

◇安全労務専門委員

　　稲岡　栄治　【三機工業㈱】

　　新原　辰美　【新日本空調㈱】

　　堤　　英治　【須賀工業㈱】

　　辻　　高司　【日比谷総合設備㈱】

巡回した作業所の工事概要

○工事名称　高砂市新庁舎建設工事

○工　　期　平成30年10月４日～令和４年12月22日

○工事場所　兵庫県高砂市荒井町千鳥１番１号ほか

○建物概要

　　工　　種　新　築

建物用途　庁舎

構造　　　鉄骨造

令和元年８月28日（水）、一般社団法人 大阪空気調和衛生工業協会は令和元年度安全パトロールを、下

記のメンバーで実施しました。

安全パトロールは、当協会安全労務委員会行事の一環として工事現場の安全指導と、安全労務専門委員

の総合安全研修を兼ねて行っています。

安全パトロールで巡回した現場は、高砂市新庁舎建設工事空調・衛生設備工事作業所であり、既存庁舎

及びインフラを生かしながら建屋を解体し、新庁舎を建設する工事です。

高砂市新庁舎建設工事
　　　空調・衛生設備工事作業所を巡回

令和元年度令和元年度 安全パトロールを実施安全パトロールを実施
須賀工業㈱　業務本部　　　　
西日本安全・品質管理グループ

堤　英治

朝礼広場で撮影　巡回メンバー
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巡回に先立ち現場事務所において、当社佐藤所長より工事の概要説明や現場工程、作業内容と巡回ルー

トなどの説明を受けた。

ステップ毎に解体・新築を繰り返す難易度の高い

工事で、既設インフラの切り替え作業では特に神経

を使って慎重に作業が進められているようです。

新分庁舎の２階廊下で高所作業車により、配管・

ダクト工事並びに給排水配管の施工準備中で、高所作

業車及び脚立による高所作業は、安全帯の完全使用

と始業前点検により、墜落転落災害防止を確認した。

長丁場の現場ですが、令和４年12月の竣工まで、このまま無事故無災害を継続していただけるようにお

願いをしてパトロールを終えました。

今回の安全研修として、適切な模範となる作業所を巡回でき、メンバー全員が納得し知識向上に役立っ

た安全パトロールでした。

階数　　　新分庁舎　　　地上２階

　　　　　新本庁舎　　　地上４階一部５階

　　　　　立体駐車場棟　地上２階

　　　　　駐輪場、バイク置き場、他

建築面積　 4,884.70㎡

延床面積　13,641.48㎡

○発 注 者　高砂市

○設計監理　株式会社　東畑建築事務所

○請 負 者

　　建築工事　ソネック・貝塚特定建設共同企業体

○協力業者

　　機械設備工事　　須賀工業　株式会社

　　電気設備工事　　西部電機　株式会社

○請負形態　　一括発注

○空調設備工事概要

　１）　熱源設備　　空冷ヒートポンプチラー

　２）　空調設備　

　　　　 空気調和機

　　　　 空冷ヒートポンプパッケージエアコン、

　　　　 ガスヒートポンプパッケージエアコン

　３）　換気設備

　 　　　 給排気ファン、全熱交換器、中性能フィルタ

○衛生設備工事概要

　１）　給水設備

　　　　  加圧給水ポンプ方式、水道直結方式（立

体駐車場棟のみ）

　　　 給水系統：飲用水、雑用水

　２）　給湯設備

　　　　 給湯器による個別給湯方式

　３）　排水設備　　　汚水・雑排水の合流方式

　４）　都市ガス設備　給湯器に供給

　５）　消火設備　　　屋内消火栓設備

　　　　　　　　　　 不活性ガス消火設備
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（一社）日本空調衛生工事業協会近畿支部は、昨年

12月５日、シティプラザ大阪で国土交通省近畿地方整

備局営繕部との懇談会を開催し、営繕工事における週

休２日促進工事の状況、適正な工期確保への取組み、

生産性向上技術の活用、不調・不落対策などについて

質疑応答を行った。

今回の第16回懇談会には国交省から５人、近畿支部

から14人が出席。日空衛近畿支部からの週休２日促進工事の状況についての質問に、国交省側から「原則

全ての工事において、受注者希望方式で週休２日促進工事を導入しており、現場閉所の状況により経費の

補正を実施。」との取組みが示された。また、適正工期については「「公共建築工事における工期設定の基本

的考え方」に基づく各種取組を実施中。」との取り組みが示された。生産性向上技術の活用については「施

工 BIMの試行については、全国で新営建築工事の３件に加え、空調衛生設備改修工事２件を対象に実施

中。」との取り組みが示された。さらに、不調・不落対策については、「営繕工事発注時に、実績要件の緩和、

対象等級や地域要件の拡大、工事書類の簡素化等を適切に実施。」との取組みが示された。その他、近畿

地方整備局から各種情報提供があり、意見交換した。

国土交通省近畿地方整備局営繕部

（一社）大阪空気調和衛生工業協会は、昨年11月11

日にシティプラザ大阪で大阪府住宅まちづくり部公共

建築室設備課との懇談会を開催し、週休２日工事、適

正な工期確保、生産性向上、不調・不落への取組み等

について質疑応答を行った。

懇談会には大阪府から４人、大空衛から10人が出席。

週休２日工事の取組みについて大阪府からは「今年度、

府営住宅の衛生設備工事を含む新築工事において、週休２日促進工事を発注者指定型で試行実施中。その

検証結果を踏まえ、本格実施に向けて検討。」との回答を得た。適正な工期確保については「公共建築室

では独自の工期算出方法により適正な工期を算出。工期の遅れが生じている案件については、室内の各課

の課長が出席するマネジメント会議において問題点などの把握や情報共有を図り対応方針を検討。」との

回答があった。生産性向上への取り組みについては「工事書類の簡素化については、工事中の施工検査

に必要な書類を、一覧表にすることで枚数の削減を図っているところ。」との回答があった。さらに、不

調・不落への取組みについては、「来年度からは、管工事において、新築及び改修工事を対象に、発注金

額２億円以上のＡランクにおける受注回数の制限の撤廃を図ることを検討中。」との回答があった。この

ほか、府の入札制度の現状や設備業界における働き方改革の取組み状況等について、意見・情報交換した。

大阪府住宅まちづくり部公共建築室設備課
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令和元年11月26日に大阪市北区のハービスＥＮ

Ｔオフィスタワー９階会議室で賛助会員による新

技術・新商品説明会を開催しました。説明会のあ

とには会員・賛助会員が交流する懇親会も開いて

親睦を深めました。

説明会には賛助会員から新技術・新商品紹介と

して８社が参加、会員・賛助会員合わせて83名が

出席。冒頭、当協会の北村広外志経営委員長から、

「今回の催しは、３回目で、昨年は３社だったが

今回は、８社と大幅な増加で、御礼申し上げる。

今後は、新技術・新製品以外に各社の「働き方改

革」への取組や生産性の向上の事例発表等、積極

的に応募していただきたい」と要望しました。

説明会は、別表のプログラムにより、前半の部

では、４社から説明の後、小憩。後半の部では、

４社から説明がありました。

説明会のあと、会員・賛助会員合せて　85名が

参加の交流懇親会をハービスOSAKA６階「ガー

デンシテイクラブ大阪」で催しました。

席上、当協会の古新亮英会長は、新技術・

新製品を説明した賛助会員と参集者へお

礼を述べるとともに、「来年は、新技術・

新製品だけではなく、各社の様々な取り

組み等も紹介してほしい」と述べ、乾杯

の音頭をとり、和やかに歓談しました。

各テーブルでは名刺交換しながら賑や

かに交流し、最後に福原副会長の音頭で

威勢よく一本締めを行い、散会しました。

交流懇親会で和やかに交歓

懇親会で挨拶する
古新会長

交流懇親会のもよう

新技術・新商品説明会のもよう（円内は挨拶する北村経営委員長）
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【説明会プログラム】

No 会　社　名 新 技 術 ・新 商 品 （ 概 要 ）

１ ㈱ 川 本 製 作 所 ●『直列多段型直結増圧給水方式』
「直列多段型直結増圧給水方式」は、増圧ポンプを複数設置する新たな給水方
式です。これまで直接給水ができなかった建物でも直結給水方式を選択できる
ようになりました。

２ 新 晃 工 業 ㈱ ●『ヒートポンプ空調機Ⅱ』
◇特徴・最大８万㎥ /h の大風量に対応
・12,800㎥ /h 以下では省スペース型をラインアップ
・過酷な低外気温度に対応する室外機運転条件　・高精度の温度制御と追従性
・約 50,000 通りに及ぶ制御システム　　・新晃工業ならではの設計多様性

３ シ ン ワ 工 業 ㈱ ●『空調用の新型ハウジングタイプの継手、ＳＡＴジョイント』
フレア加工後、フランジではなくハウジングと同じく被せて施工する新商品です。

●『衛生用の新型フランジ　リーンズフランジ』
JISIOKフランジではなく、ボルト穴を減らしたフランジとなります。

４ 菱 電 商 事 ㈱ ●『ＩｏＴを活用した健康管理・安全管理ソリューション』
１）健康管理ソリューション「Ｍｙ ＳＯＳ ｆｏｒ ＭＥ」
健康診断結果や既往歴を管理するスマートフォンアプリ
救急時の対応方法や周辺のＡＥＤ医療施設を検索可能
オプションでＡＩ画像解析による食事カロリー判定や血圧計連携も可能。
２）安全管理ソリューション「富士通安全管理ソリューション」
バイタルセンシングバンドを装着した作業者の熱ストレスレベルや転倒を検
知し管理者にアラーム送信するスマートフォンアプリ。複数の作業者の状態
を一元管理でき、現場リスクの低減可能 .

５ 川重冷熱工業㈱ ●『小型貫流ボイラ「WILLHEAT」シリーズ』

６ オーケー器材㈱ ●空調ドレン配管の省工事
『結露防止層付ドレン配管「断熱ドレンシステム」』
・断熱ドレンパイプ　　　・断熱ドレン継手　　　・断熱ドレンフレキホース

７ 因幡電機産業㈱ ●耐震振れ止め金具【クロスロックシリーズ　ボルト固定式】
３分ボルト用タイプに４分ボルト用ラインアップ追加。挟むだけで仮止め可能。
施工時間約 50％短縮（当社比）　耐震性能確認済み。

８ Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ㈱ ●『ベッドサイド水洗トイレ ( 業界初！移動可能な水洗トイレ )』
TOTOでは足が不自由になっても自分自身で排泄が行えるよう、ベッド周辺
に設置できる移動式のトイレをご用意しております。便器背面に粉砕圧送ユニ
ットを搭載し、汚物を砕きポンプで圧送します。フレキ排水管をご用意し、部
屋内は勾配がなくても汚物を搬送できる仕組みです。
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当協会と関西配管工事業協同組合、近畿ダクト

工事業協同組合、近畿保温保冷工業協会で構成す

る第31回４団体協議会が下記により開かれ、「新・

担い手三法」「外国人材の受入れ基準の見直し」

等について、意見・情報を交換しました。

・日　　時　令和元年７月29日

・会　　場　新トヤマビル３階貸会議室

・出席人数　14名

初めに、事務局から、新・担い手三法について、

説明の後、意見が交わされました。この中では、「現

場では、作業員が不足する中、週休２日を義務化

すると、その分、工期を長く確保して頂きたい。

中央建設業審議会が工期に関する基準を作成する

にあたっては、各専門工事業団体の様々な要望を

反映してほしい。ゼネコンが人員確保できない中

での受注が一番問題。発注者の都合による設計変

更があるので、請負者側では、なかなか方針を決

められない現状。工種ごとの工期を明確にできる

かが重要」などの声が出されました。

次に、事務局から、外国人材の受入れ基準の見

直しについて、説明の後、意見が交わされまし

た。この中では、「全管連が外国人材の受入れ団

体として表明。但し、そのためには、この４月に

設立された「一般社団法人建設技能人材機構」に

入会が必要と言われている。３年前から外国人技

能労働者を受け入れているが、その一方で、女性

技能労働者を増やす取り組みも必要。施工管理を

主にしているので、技能労働者としての外国人材

は、受け入れていない」などの声が出されました。

また、事務局から、建設キャリアアップシステム

について説明の後、意見が交わされました。この

中で、「グリーンサイトで蓄積した就業履歴等を、

連携ソフトを利用すれば建設キャリアアップシス

テムの就業履歴に移し替えることができると聞い

ている。東京の専門工事業組合の傘下企業は、４

段階のカードの位置づけがはっきりしていないの

で、まだ登録していないとのこと。大半のサブコ

ンは、事業者登録は済ましているのでは」といっ

た声が出されました。

このほか、事務局から、令和元年度「優秀建設

施工者」大阪府知事表彰受賞式典について、今年

度は、近畿保温保冷工業協会へ受賞候補者（２名

程度）の推薦を要請しました。

また、第32回４団体協議会が下記により開かれ、

「建設工事の工期の適正化への取組」「外国人材の

受入れ拡大の取組について」等について、意見・

情報を交換しました。

・日　　時　令和元年11月25日

・会　　場　新トヤマビル３階貸会議室

・出席人数　14名

初めに、事務局から、建設工事の工期の適正化

への取組について、説明の後、意見が交わされま

した。「設備工事にしわ寄せがきた場合、工期延

期されるかが不透明。特に９割を占める民間工事

が問題。国交省が各出先機関に設置した「駆け込

第31回／第32回　４団体協議会を開催

新・担い手三法、外国人材の受入れ等で
意見・情報交換
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みホットライン」をもっと活用すればいいのでは。

配管・ダクト・保温保冷工事は、プレハブ化（工

場生産）や工場加工で対応している。サブコンも、

ユニット化を推進している。」等の声が出されま

した。次に、事務局から、外国人材の受入れ拡大

の取組について説明の後、意見が交わされました。

「来年早々に、３団体（日空衛、日管連、全管連）

で配管工のレベル１～４までの区分毎の基準を決

定する予定。ダクト工のレベル１～４までの区分

毎の基準については、これから本格的に検討。全

ダ連としては、海外試験の導入については、工場

を設置する必要があるので、困難と考えている。

日保温保冷恊では、外国人能力評価委員会を立ち

上げたとのこと。既存の海外教育機関と連携する

ことで、海外試験を低コストで実施することは可

能ではないか。現場への技能実習生の受入れにつ

いては、申請して了解が取れるまで２週間程度か

かる。これでは、現場への迅速な対応ができない。」

等の声が出されました。また、事務局から、建設

キャリアアップシステムについて説明の後、意見

が交わされました。「現場の技能者から、とりあ

えず登録してほしいとのことで、レベル１で登録

したが、その後、経験や資格でレベルアップの変

更登録する際に、アップ料千円と再登録料２千円

の費用がかかったとのこと。再登録で費用をとる

のは納得がいかない。カードリーダーを入退場の

みに使っている現場もあると聞いている。グリー

ンサイトとの連係が進んでいない。」といった声

が出されました。その他として、事務局から、令

和元年度「優秀建設施工者」大阪府知事表彰受賞

式典について、今年度は、当協会から、受賞候補

者として、熱絶縁工の２名（熟練部門１名、青年

部門１名）を推薦することとしました。

第19回管工機材・設備総合展に協賛

大阪管工機材商業協同組合（理事長久門龍

明氏）主催の「第19回管工機材・設備総合展

OSAKA2019」が９月12 ～ 14日の３日間、大阪・

南港のインテックス大阪で開催され、当協会も協

賛団体として参画しました。

同展は、関西地区管材業界の一大イベントとし

て、隔年開催されているものです。

今回は、過去最多の195の企業・

団体が、過去最大規模となる379小

間に最新製品・技術を出展し、これ

まで以上の熱気に包まれた展示会と

なり、前回を上回る１万5292人の来

場者で賑わいました。

今回は、メインテーマに「交感、

共感、管動発信！」、サブテーマに「未

来をひらく流体テクノロジー！」を

掲げ、各ブースでは、生産現場での

省エネ、リサイクル、環境負荷軽減に貢献する環

境関連機器をはじめ、昨今頻発するゲリラ豪雨や

洪水などの土砂災害の復旧に貢献する設備機器が

幅広く紹介され、社会インフラの構築と快適環境

の実現に大きな役割を果たす管材・設備機器が来

場者に広くアピールしました。

テープカット（右から５人目　城口副会長）
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第46回野球大会は、令和元年10月15日～17日の３日間にわたり、舞洲運動広場で開催されました。16チー

ムでの熱戦が繰り広げられた結果、㈱朝日工業社大阪支社が昨年に引き続き、連続優勝を成し遂げました。

開会式で協会の城口副会長は「会員相互の親睦とリフレッシュの場として、怪我のないように頑張って

ほしい」と挨拶し、続いて城口副会長による始球式のあと、熱戦の火ぶたが切られました。

連日、白熱した試合が展開され、好プレーのたびに拍手と歓声が沸き起こりました。17日の閉会式では、

協会の古新会長より優勝した㈱朝日工業社大阪支社チームへ優勝旗と表彰状等が授与され、続いて準優勝、

第３位、第４位のチームへ表彰状・カップ等の授与が行われました。また、㈱日刊建設通信新聞社・西原

関西支社長から優勝・準優勝チームへ盾が贈呈されました。

今大会も、審判及び青年部会の皆様による進行・運営により円滑に進み、無事終了することができまし

た。関係各位に心から感謝申し上げます。

第46回野球大会

㈱朝日工業社が昨年に続き連続優勝㈱朝日工業社が昨年に続き連続優勝

最優秀選手賞　　㈱朝日工業社大阪支社　小松　太基選手
敢　 闘 　賞　　若林設備工業㈱　　　　吉田　直樹選手

優　勝　㈱朝日工業社大阪支社 準優勝　若林設備工業㈱

第３位　高砂熱学工業㈱大阪支店 第４位　須賀工業㈱大阪支社

城口副会長挨拶 城口副会長による始球式

古新会長（左）からトロフィーを受ける最優秀選手賞
　㈱朝日工業社大阪支社　小松　太基 選手

古新会長（左）からトロフィーを受ける敢闘賞
若林設備工業㈱　吉田　直樹 選手
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準優勝　若林設備工業㈱チーム

第４位　須賀工業㈱大阪支社チーム

第３位　高砂熱学工業㈱大阪支店チーム

優勝　㈱朝日工業社大阪支社チーム

第３位・高砂熱学工業㈱大阪支店チーム代表に
カップの授与

準優勝・若林設備工業㈱チーム代表に
カップの授与

優勝・㈱朝日工業社大阪支社チーム代表に
古新会長から優勝旗の授与
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若林設備工業㈱ ＶＳ ㈱朝日工業社
鳳工業㈱　岸田　佑介

大会最終日、16チームの頂点をかけた戦いが幕

を開けました。天候は晴。決勝カードは大会連覇

を目指す朝日工業社と初めての決勝進出を果たし

た若林設備工業との対戦になりました。

朝日工業社は決勝までの道のりは非常に厳しい

ものでした。毎試合昨年優勝チームに対しチャレ

ンジしてくる相手に対し苦戦をするもののチャン

ピオンの意地、強さを出し接戦でも勝ち切ると

いった戦いで駒を進めてきました。

対する若林設備工業は全試合で単打、長打を絡

め２桁得点を挙げ勝ち進んで来た打撃に定評のあ

る戦いぶりで決勝まで駒を進めたチームです。

さあプレーボール。先攻は若林設備、初回から

２塁までランナーを進め先制点のチャンスを作る

もこのチャンスを活かせず無得点。後攻の朝日工

業社の攻撃はランナーを２、３塁に進め４番の木

原選手が走者一掃のランニングＨＲで一挙３点を

先制。２回は両投手のノビのあるストレートの前

に「０」。３回表の若林設備の攻撃は１番からの

好打順で３連打を浴びせ１点を返す。回は進み５

回にも点数を挙げ得点を「２」点とする。後攻の

朝日工業社は２、３、４、５、６回と吉田投手の

第46回野球大会組合せ表
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高砂熱学工業 ＶＳ 須賀工業
新日本空調㈱大阪支店　吉平　誠司

高砂熱学工業と須賀工業の３位決定戦です。先

発投手は高砂熱学工業 宮脇投手、須賀工業 込山

投手で試合開始です。

高砂熱学工業は試合開始早々１点先制。２アウ

トになるも１、２塁で追加点のチャンスを作りま

す。９番阿部選手のショート方向へのヒット性の

打球を須賀工業川崎選手の好プレーに阻まれ追加

点とはなりません。

須賀工業は先頭の千葉選手が２塁打、盗塁も成

功しノーアウト３塁となり反撃開始です。続く山

上選手もヒットを放ちノーアウト１、３塁。１ア

ウトになるも藤村選手の２点タイムリーヒットで

早々と逆転に成功しました。

３回、試合が大きく動きます。高砂熱学工業の

先頭大溝選手のヒットを皮切りに１アウト満塁と

なります。その後は、デッドボールとフォアボー

ルも重なり４点を取り、逆転に成功します。３回

裏、須賀工業は２アウトながらも１、２塁のチャ

ンスを作りますが、得点には至りません。

３回から３番手としてマウンドに上がった須賀

工業の川崎選手が４回を０点に抑え、味方の反撃

を待ちます。須賀工業は４回裏、岩井選手のラン

ニングホームランと相手のエラーもあり、２点を

取り逆転に成功します。５回は互いに得点なし。

５回終了時点で５－５と両者互いに譲らずの展開

です。

６回表、２アウト１、２塁ながらも高砂熱学工

業の栗田選手、村上選手、中野選手の連続ヒット

で３点を追加し、終盤に須賀工業を引き離しま

す。６回裏、須賀工業は岩井選手のヒットと盗塁

でノーアウト２塁となります。次のバッターが倒

れ１アウトになるも藤村選手のヒットで１点を返

します。２アウトながらも小畠選手のヒットで1,3

塁となるも追加点とはならず、高砂熱学工業が８

－６の２点リードで最終回を迎えます。

最終回は両チームとも最後の力を振り絞り、追

加点のチャンスを作るも得点とはならず８－６で

高砂熱学工業が勝利となりました。

両チームのみなさん、本当にお疲れ様でした。

前にチャンスと作れずスコアボードに０を刻む。

６回を終え３－２で朝日工業社リードの手に汗握

る展開の中最終回へ進む。

最終回若林設備が執念の粘りを見せ１アウト２、

３塁塁とチャンスを作りクリーンアップを迎えます。

朝日工業社エース小松投手が３番を三振でねじ伏せ、

４番佐野選手との対峙。打ち取ったあたりに見えま

したが執念の内野安打で３－３の同点になり試

合は振り出しに。続くチャンスでしたがエースの意地

で続く打者への失点は許さず同点のまま裏の攻撃へ。

朝日工業社は８番からの打順でしたがヒットと相

手のミスも重なり２アウト３塁のサヨナラのチャ

ンスを作る。ここで２番中丸選手でしたが好機を

活かせず試合は何十年かぶりの延長戦へ突入。

７回の勢いそのままに若林設備が猛攻を仕掛け

ます。１アウト２、３塁と勝ち越しのチャンスを

作ります。しかしまたもここで小松投手が立ちは

だかり本塁を踏ませないピッチングで流れを作り

裏の攻撃に移ります。８回裏先頭バッターは打ち

取られるも次の打者がエラーにて出塁１アウト２

塁で再度サヨナラのチャンスを作ります。バッ

ターは６番吉村選手、疲れが見えてきた吉田投手

の速球を迷わず振り抜きライト前へ、２塁ラン

ナーは迷わず本塁へ突入。見事なサヨナラ打で朝

日工業社が大会連覇を果たし第46回野球大会の幕

を閉じました。

両チームともに最後まで全力でプレーをしナイ

スゲームでした。

－31－



令和元年11月13日（水）に奈良県の飛鳥カンツリー倶

楽部で46名が参加して恒例の第15回大空会ゴルフ大会を

開催しました。

競技結果は次のとおりです。

上位入賞者（敬称略）

◇優　勝　　横田　健吾（株式会社ソエダ）

◇第２位　　山本　一人（高砂熱学工業株式会社大阪支店）

◇第３位　　藪本　繁明（大熱工業株式会社）

令 和 元 年 度 大 空 会 ゴ ル フ 大 会 開 催
横 田 氏 が 見 事 優 勝

準優勝の山本一人様（左）

第３位の藪本繁明様（右）

古新会長（左）から横田健吾様へ優勝カップ

古新会長始球式

表彰式を兼ねた食事会
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当協会恒例のボウリング大会は令和元年11月19日（火）に桜橋ボウルで開催しました。

今回は18チームでの戦い（２ゲーム）となり、団体戦（チームは１社３名男女不問で結成、女子は１ゲー

ムにつき30点加算）は川崎設備工業㈱西部支社が見事優勝しました。個人戦（女子ボーナス点加算）では、

大東一弘様（不二熱学工業㈱）が優勝しました。

試合結果
◇団体戦
優　勝　川崎設備工業㈱西部支社
準優勝　ダイダン㈱大阪本社
第３位　㈱日設関西支店

◇個人戦（敬称略）
優　勝　大東一弘（不二熱学工業㈱）
準優勝　植田篤史（鳳工業㈱）
第３位　米本幸絋（㈱日設関西支店）

◇ハイゲーム賞（敬称略）
男　性　大東一弘（不二熱学工業㈱）
女　性　高橋　恵（三建設備工業㈱大阪支店）

令和元年度ボウリング大会

団体戦 川崎設備工業㈱チーム優勝

優勝
大東一弘氏

（不二熱学工業㈱）

第３位
米本幸絋氏

（㈱日設関西支店）

準優勝
植田篤史氏
（鳳工業㈱）

準優勝・ダイダン㈱大阪本社チーム

第３位・㈱日設関西支店チーム

優勝・川崎設備工業㈱西部支社チーム

挨拶する林専務理事

個人戦
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○賛助会員募集のご案内

地球温暖化対策が求められる中、空調衛生設備へのニーズは、変化・拡大しております。

特に、「低炭素社会」という新たな分野への取り組みは、当協会と各メーカー、代理店の皆様

と連携した研究開発が重要となってまいります。このような状況を踏まえ、当協会では賛助会員

の募集を行っております。

賛助会員として入会されますと、当協会において新技術、新商品の発表の場が持てるとともに、

新年交礼会や総会後の懇親会などの交流の場にご参加いただけます。

多くのメーカー、代理店各位のご入会をお待ちしております。

賛助会費 １社月額４，０００円

会費納入 入会年度の会費は入会月から翌年３月末までの期間分を入会時に納入

（４，０００円×３月までの月数）。

以後は年額（４８，０００円）を下記半期と下半期に分け、上半期は６月末下半期は１２

月末に納入

入会手続 協会事務局までご連絡下さい。入会申込書を送付します。

○今後の行事予定

機関誌「大空衛」の表紙写真の募集

広報委員会では、年２回発行の機関誌「大空衛」の表紙写真につきましては、建築物を中心としたまち

なみをモチーフとした写真を、会員及び賛助会員の皆様から募集したいと存じます。

つきましては、応募をお考えの方は、事務局（０６―６２７１―０１７５）までご連絡して下さい。

なお、採用された方には、僅かですが、掲載料をお渡しします。

広報委員会

開 催 日 行 事 場 所

２月２０日（木） （一社）日本空調衛生工事業協会近畿支部会 シ テ イ プ ラ ザ 大 阪

４月７日（火）
８日（水）

新入社員研修 電 設 健 保 セ ン タ ー

５月１４日（木） 当協会第４７回定時総会 リーガロイヤルホテル

８月２２日（土） 第１２回配管技能コンテスト 大阪府立東大阪高等職業技術専門校
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青年部会が研修会を開催

協会青年部会（長元伸吾会長）は、令和元年９

月１１日午後２時から４時３０分まで大阪市西区の建

設交流館で研修会を開催しました。

今回の研修は、国土交通省近畿地方整備局企画

部建設専門官の武本昌仁様と、野球解説者の佐々

木修様を講師に招いての講演会となりました。

武本様は「i–Construction（ＩＣＴ建設機械に

よる情報化施工）の推進について」をテーマに講

演し、建設現場の生産性向上、ＩＣＴ建設機械を

駆使した施工、ドローンを活用した３次元測量な

どについて解説しました。

佐々木様は、「心身ともに健康に～プロ野球か

ら学んだ事」と題して講演し、幼少期からの豊富

な体験から学んだ人生訓、考え方などを披露しま

した。

青年部会 活動だより

研修会のもよう 長元会長挨拶

講演する武本昌仁様

講演する佐々木修様
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大阪マラソン「クリーンＵＰ作戦」実施

青年部会は、令和元年１２月１日に３万人以上が

参加して開催された「第９回大阪マラソン２０１９」

に先立ち、令和元年１１月２７日に協会事務所のある

新トヤマビル（大阪市中央区）周辺の路上の清掃

奉仕（クリーンＵＰ作戦）を実施しました。参加

者１４名は、路上のゴミ等を収集してきれいにしマ

ラソンに備えました。

大阪マラソンクリーンアップ作戦

路上をくまなく清掃
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設備女子研修会を開催

当協会青年部会（長元伸吾会長）は、令和元年

１２月５日午後３時３０分から午後７時にかけ２部制

で大阪市中央区の日本生命御堂筋ビル１２階のハー

トンホールで設備女子研修会を開催しました。

第１部は２２社５０名、第２部は１５社３５名の方に参

加いただきました。

設備女子研修会は今年度からの新たな試みとし

て、「近年、建設業界での女性への期待が高まり、

活躍の場が広がっている状況をふまえ、

当協会の会員を対象とし、グループディ

スカッション・懇親会を通じて、建築設

備業界で働く女性同士の交流を深め

る。」という趣旨で開催することとなり

ました。

今回の研修は、人材育成プロデュー

サーとしてご活躍中の吉竹優子様を講師

に招いての研修会となりました。

第１部では、吉竹様による「周りと連携しなが

ら仕事を進めるためのコミュニケーション力」を

テーマに、グループディスカッションを交えなが

ら研修が行われました。

第２部では、吉竹様、当協会経営委員・同専務

理事も交えての懇親会を開催しました。各テーブ

ルでは賑やかに歓談し、大いに親睦・交流を深め

る場となりました。

研修風景

懇親会のもよう

講演する吉竹優子様 挨拶をする北村経営委員長
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２０２０年

迎 春
一般社団法人 大阪空気調和衛生工業協会会員（７９社）

会 社 名 代表者氏名 会 社 名 代表者氏名

赤 井 設 備 工 業 ㈱ 上田 訓司 敷 島 煖 房 工 業 ㈱ 土橋 誠二

㈱ 朝 日 工 業 社 大 阪 支 社 中尾 弘昭 四 國 機 械 設 備 ㈱ 曽我 幸二

㈱ 上 杉 工 業 林 一也 島 設 備 工 業 ㈱ 井上 暎夫

浦 安 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 屋敷 直幸 主 計 管 工 ㈱ 中井 主蔵

㈱ 江 坂 設 備 工 業 中村 昭一 城 陽 ダ イ キ ン 空 調 ㈱ 澄川 秀幸

エ ル ゴ テ ッ ク ㈱ 西 日 本 支 店 吉山 高信 ㈱ 城 口 研 究 所 関 西 支 店 前田 史郎

オ ー デ ィ ー エ ー ㈱ 織田 幸子 新 日 本 空 調 ㈱ 大 阪 支 店 田中 幹武

㈱ 大 阪 城 口 研 究 所 城口 俊雄 新 菱 冷 熱 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 小松 良行

鳳 工 業 ㈱ 齊藤 久克 須 賀 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 福原 保豊

奥 田 商 工 ㈱ 奥田 康雅 ㈱ 精 研 上野 俊信

影 近 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 東野 大輔 第 一 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 瀧内 秀一

川 崎 設 備 工 業 ㈱ 西 部 支 社 小島 泰進 第 一 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 中村 秀樹

川 惣 電 機 工 業 ㈱ 昆沙賀正道 大 貴 設 備 ㈱ 田窪大五郎

川 本 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 柴尾慎一郎 ダ イ ク ウ ㈱ 中村 淳一

木 村 工 業 ㈱ 木村 之彦 大 晃 設 備 ㈱ 樋上 雅一

協 伸 工 業 ㈱ 森岡 由智 大 成 温 調 ㈱ 大 阪 支 店 喜田 孝宏

㈱ 共 進 社 工 業 所 山内 �平 ダ イ ダ ン ㈱ 大 阪 本 社 古新 亮英

享 和 設 備 ㈱ 竹本 和正 大 熱 工 業 ㈱ 藪本 繁明

ク ウ ケ ン ㈱ 森本 省三 ㈱ 大 和 商 会 玉置 哲也

九 櫻 設 備 工 業 ㈱ �安 秀幸 高 砂 熱 学 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 山本 一人

㈱ ク ド ウ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 田浦 明敏 ㈱ タ カ ネ ツ �木 優

㈱ ケ ン シ ョ ウ 熱田 敏広 田 丸 産 業 ㈱ 堀田 高志

五 建 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 安田 実 ㈱ テ ク ノ 菱 和 大 阪 支 店 大石 勉

斎 久 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 浅井 克巳 東 洋 工 業 ㈱ 谷本賢太郎

三 機 工 業 ㈱ 関 西 支 社 白木 博之 東 洋 熱 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 平田 順一

三 建 設 備 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 後藤 逸文 西 川 設 備 工 業 ㈱ 関田 一也

㈱ 三 晃 空 調 大 阪 本 店 笠木 裕公 ㈱ 錦 廣田 典子

三 神 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 八坂 巖男 ㈱ 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 本 店 �島 良一

三 宝 電 機 ㈱ 井上 清人 日 建 設 備 工 業 ㈱ 三井 正雄

㈱ 三 冷 社 西 日 本 支 社 金子 達哉 ㈱ 日 設 関 西 支 店 古橋 誠治

㈱ＪＲ西日本テクシア大阪支店 村上 茂夫 日 本 管 工 業 ㈱ 大 阪 営 業 所 小野 直人
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会 社 名 代表者氏名 会 社 名 代表者氏名

日 本 フ ァ シ リ オ ㈱ 大 阪 本 店 細田 昌克 ㈱ 前 田 商 会 前田 �司
日 本 メ ッ ク ス ㈱ 関 西 支 店 谷島 錦吾 ㈱ マ サ キ 設 備 正木 康晴

㈲ 原 設 備 原 良一 丸 住 ㈱ �田 博子

日 比 谷 総 合 設 備 ㈱ 関 西 支 店 古閑 一誠 美 和 設 備 工 業 ㈱ 栢瀬 秀樹

㈱ 一 二 三 工 業 所 一二 健夫 柳 生 設 備 ㈱ 福地 文雄

㈱ 不 二 設 備 工 業 所 水田 幸宏 ㈱ 柳 澤 設 備 柳澤 満弘

不 二 熱 学 工 業 ㈱ 近藤 康之 山 田 工 業 ㈱ 西方 盛実

富士古河Ｅ＆Ｃ㈱西日本支社 野� 潤 若 林 設 備 工 業 ㈱ 若林 豊

㈱ 北 祥 澤村 幸雄

賛 助 会 員 （６５社）

会 社 名 代表者氏名 会 社 名 代表者氏名

朝 日 機 器 ㈱ 大 阪 支 店 加藤 淳一 高 井 水 栓 ㈱ �井 徹

アズビル㈱ビルシステムカンパニー関西支社 武田 知行 タ カ ラ 通 商 ㈱ 川西 雅裕

アルファ・ラバル㈱大阪支社 酒井 雅史 ㈱多久製作所建築・設備カンパニー中日本営業統括部 清水 正行

安 藤 ㈱ 安藤 康雄 ㈱ タ ブ チ 大 阪 特 販 本 部 下玉利 誠

イ シ グ ロ ㈱ 関 西 ブ ロ ッ ク 浅利 政史 テ ラ ル ㈱ 大 阪 支 店 若林 聡

因 幡 電 機 産 業 ㈱ 山田 剛志 東 西 化 学 産 業 ㈱ 大 阪 本 社 河野眞一郎

井 下 機 器 ㈱ 井下 光泰 東 テ ク ㈱ 大 阪 支 店 糸満 睦夫

荏 原 実 業 ㈱ 関 西 営 業 所 綿谷 龍一 Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ ㈱ 吉田 伸典

㈱ 荏 原 製 作 所 西 大 阪 支 店 濱 輝明 Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 関 西 販 売 ㈱ 妹尾 昌一

㈱ オ ー ケ ー エ ム 大 阪 支 店 岡� 洋 東 洋 バ ル ヴ ㈱ 大 阪 営 業 所 岡� 大輔

オ ー ケ ー 器 材 ㈱ 山田 進一 ㈱ニシテック ビルシステム事業部 藪川 洋一

㈱ 大 岩 マ シ ナ リ ー 関 西 支 社 金澤 広昭 ニ ッ ケ イ ㈱ 大 阪 営 業 所 田中 広

㈱ カ ナ デ ン 関 西 支 社 井口 明夫 日 製 電 機 ㈱ 大 阪 支 社 桂井 善章

川 重 冷 熱 工 業 ㈱ 西 日 本 支 社 島田 洋一 ニ ッ タ ㈱ 鈴木 弘樹

㈱ 川 本 製 作 所 大 阪 支 店 三木 久雄 日 本 電 技 ㈱ 大 阪 支 店 眞明 良信

北 九 州 空 調 ㈱ 大 阪 営 業 所 西本 智彦 日 本 水 処 理 工 業 ㈱ 川西 昌史

木 村 工 機 ㈱ 大 阪 営 業 本 部 登尾 公彦 ㈱ 日 阪 製 作 所 三宅 規夫

協 立 エ ア テ ッ ク ㈱ 大 阪 支 店 津田 勇 日 比 谷 通 商 ㈱ 関 西 支 店 芝口 薫

空 研 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 塚本 法宏 ㈱ 扶 洋 横田 好明

㈱ 古 島 大 阪 支 店 藤井 良夫 ㈱ ベ ル テ ク ノ 大 阪 支 店 松尾 英樹

㈱ コ ス タ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 逸見 克孝 北 勢 工 業 ㈱ 本 社 営 業 部 北山 秀晴

三 和 鋼 管 ㈱ 藤井 洋央 三菱電機冷熱機器販売㈱関西支社 大橋 章二

ジョンソンコントロールズ㈱大阪支店 小玉 尚文 森 松 工 業 ㈱ 大 阪 支 店 齋木 慎嗣

新 晃 工 業 ㈱ 大 阪 支 社 道端 徳昭 ㈱ 大 和 バ ル ブ 大 阪 支 店 湯浅 雅宏

㈱ 振 興 社 設 営 藤井 信夫 ヤ マ ト ヨ 産 業 ㈱ 大野 賢二

新 日 本 美 風 ㈱ 荒牧 太郎 ヤンマーエネルギーシステム㈱大阪支社 岡森 年彦

シ ン ワ 工 業 ㈱ 大 阪 営 業 所 中村 博史 ユ ア サ 商 事 ㈱ 関 西 支 社 礒端 潔

住友商事マシネックス㈱大阪オフィス 才本 幸治 ㈱ ユ ニ ッ ク ス 大 阪 営 業 所 山本 秀治

ゼ ン シ ン ㈱ 吉田 晃 ㈱ヨシタケ建築設備営業部西部エリア 岡馬 大輔

㈱ ソ エ ダ 関 西 支 店 小山 尚郎 ㈱ Ｌ Ｉ Ｘ Ｉ Ｌ 関 西 Ｐ Ｊ 支 店 金岡 寛之

タイヨージョイント㈱大阪営業所 後藤亮太郎 菱 電 商 事 ㈱ 関 西 支 社 吉田 智昭

㈱ ダ イ キ ア ク シ ス 大 阪 支 店 野村 宗克 リ ン ナ イ ㈱ 大 阪 支 店 児玉 宅央

㈱ 大 和 岩佐 和清
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昨年はラグビーに魅せられました。

にわかファンです。今までは然程興味は無かっ

たのですが、彼らの世界を相手に戦う姿、日本チー

ムよりも体格に恵まれた対戦相手に１人で無理な

ら２人でタックル！と足らずを補う戦法。また、

その後の素早いフォロー体制と戦術も素晴らしい

がそれに応えるプレイヤーも凄いと思います！

経験者に聞くと４０ｍを超えるキックを確実に決

めてくるキッカーは少ないそうです。

私がなにより「凄い！」と感じたのは、ゴール

を目指し全力で走る所にタックルされ倒されなが

ら振り返りもせずパスを上げた所に必ずと言って

いい程味方のフォローがトップスピードでついて

来ている事です。何度も見ました。「偶然」か「戦

略」か「信頼」か。

彼らには「ワン・チーム」と言うテーマがある

と聞きました。解釈はどこまでも広がりを持てる

素晴らしい言葉だと思います。 （Ｈ．Ｍ）

◇

この度、広報専門委員を仰せつかりました株式

会社精研の柊と申します。初めてで分からないこ

とが多々あろうかと思いますが、どうぞよろしく

お願いいたします。

さて、最近聞いた講演で「日本語の響きってい

いよね！」と思ったことがありました。「慮る」

と書いて何て読むでしょうか？「おもんぱかる」

若しくは「おもんばかる」と読みます。元々は

「おもひ（い）はかる」と読まれていましたが、

音が変化して今の様な読みになったということで

す。意味は「あれこれと思いを巡らすこと、深く

考えること」。講演中、この言葉に触れられ、久

し振りにこの言葉を思い出しました。とかく忙し

い現代、ややもすると自分中心に物事を考えて行

動しがちです。相手のことを思い、その人の立場

に置き換えて落ち着いて考えてみると今までの身

勝手な行動が見えてくる様な思いがします。

終了した講演会場には人々の清々しい思いが満

ち溢れていました。 （Ａ．Ｈ）

◇

昨年は、東日本を中心として、台風１９号による

記録的な水害等、例年以上に全国各地で自然が猛

威を振るい、災害が頻発した１年でした。

災害の主な原因である地球温暖化に対し国は、

温暖化対策の国際枠組みである「パリ協定」の目標

達成に向け、昨年６月に、温室効果ガスの排出量を

大幅削減するための長期戦略を閣議決定しました。

その長期戦略の中で、国の長期的なビジョンと

して、「最終到達点として「脱炭素社会」を掲げ

今世紀後半のできるだけ早期に実現していくこと

を目指す」とあります。

「低炭素社会」は、空調衛生業界でもよく使われ

ていますが、現在の地球環境を取り巻く深刻な状

況を見ますと、一刻も早い炭素社会からの脱却が求

められているといっても過言ではないと思います。

昨年１２月にマドリードにおいて開催された「Ｃ

ＯＰ２５」では、日本の長期的目標に向けての姿勢

に対して厳しい声もありました。

いよいよ、官民を挙げて、大胆に取組む時が来

たと感じるこの頃です。

本年もどうぞよろしくお願いします。

（Ｓ．Ｈ）

大 空 衛 第８６号
令和２年１月３１日発行

編集人 広報委員会

発行人 一般社団法人 大阪空気調和衛生工業協会

〒５４１―００５２

大阪市中央区安土町１丁目７番２０号

新トヤマビル３階

Tel ０６（６２７１）０１７５

Fax ０６（６２７１）０１７７

E–mail : osakakueikyo@tenor.ocn.ne.jp

URL http : //daikuei.com

印 刷 株式会社ミラテック

－４０－



機関誌 第 86号（冬季号）

������


	all.pdf
	51612-02
	51612-03
	51612-04
	51612-05


